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令和3年度の活動について、現
場で活躍する自衛官の声ととも
に紹介しています。

本文第Ⅰ部～第Ⅳ部の記述に
ついて、分かりやすく要約して
います。

自衛官の仕事内容、「世界で活躍す
る自衛官」、「全国で活躍する自衛官」、
主要装備品、主な広報施設などにつ
いて紹介しています。

安全保障上の課題、抑止力、
新たな領域などにおける取組、
防衛交流などに焦点をあて、
特集しています。
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凡　例

⃝本書の文中において、次の用語について、それぞれ次の略称
を用いたほか、適宜ほかの用語についても略称を用いている
ところがあります。
（一部説明の都合上、正式名称としている場合があります。）

1.防衛事務次官 → 事 務 次 官
2.統合幕僚長 → 統 幕 長
3.陸上幕僚長 → 陸 幕 長
4.海上幕僚長 → 海 幕 長
5.航空幕僚長 → 空 幕 長
6.陸上自衛隊 → 陸 自
7.海上自衛隊 → 海 自
8.航空自衛隊 → 空 自
9.統合幕僚監部 → 統 幕
10.陸上幕僚監部 → 陸 幕
11.海上幕僚監部 → 海 幕
12.航空幕僚監部 → 空 幕
13.日本国とアメリカ合衆国との
間の相互協力及び安全保障条約 → 日 米	

安 保 条 約
14.国際連合 → 国 連
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⃝本書に掲載している地図は、デザイン、レイアウトに応じて省
略などを施しており、必ずしもわが国の領土の全てを含んで
いない場合があります。

本書の記述対象期間は、令和4年3月末までを原則としています。
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令和4年版防衛白書の表紙は、様々な領域を横断して最先端かつ統合的な表現を
追求し続けるライゾマティクスのAIアートによるデザインを採用しています。
コンセプトは“Overcome hybrid security challenges with innovative ideas 
and cutting-edge technologies”「ハイブリッド化した安全保障上の挑戦に革新
的なアイデアと最先端技術で打ち勝つ」です。このコンセプトをキーワードとして	
AIにインプットすることにより生成した原画を加工し、切り出した画像でデザイン
されています。
テクノロジーの進化が安全保障のあり方を根本から変えようとしている時代に	
おいて、先端技術の活用などにより新しい領域を切り拓いていくという防衛省・	
自衛隊の決意と強固な防衛意思を表現したものです。

表紙の原画

表紙のデザイン

（ライゾマティクス）

技術と表現の新しい可能性を探求し、研究開
発要素の強い実験的なプロジェクトを中心に、
カッティングエッジな作品制作を行う。
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